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委員会委員募集
　６つの委員会（総務企画、姉妹友好都市
､文化交流、ボランティア、広報・組織強
化、国際教養委員会）に分かれて活動して
います。各委員会では委員を募集中です。

❖ 4月12日（火）
Speaker：
Ms.Kerrie Hankinson（オーストラリア出身）
トピック：

“Australia - a unique culture!”

❖ 6月14日（火）
Speaker：
Mr. Kevin Moxey（オーストラリア出身）
トピック：

“Getting the Most Out of Life”

国際教養

❖ パキスタン & ウルドゥー語
　　４月２日㈯　講師　Ｍs. RAMSHA RAMEEN さん
　パキスタンの将来性についてはあまり知られていない。人口およそ1億8千万人で、24歳以下が57
％で平均年齢が22歳である。労働力としても消費という観点からも大きなマーケットになりえる。
特筆すべきは、食糧自給力が100（日本は39%）を超えているということだ。食糧を自給できなけ
れば外国に頼らなければならず、その結果人件費が跳ね上がる。まだまだインフラや政治面、女子の
教育問題等課題は多いが潜在的な消費購買層が多く、将来の発展要素を持つ国である。

❖ ブルガリア ＆ ブルガリア語
　　６月４日㈯　講師　ヨフコバ四位 エレオノラさん
　ブルガリアはヨーグルトの国として有名である。1396年から1878年にかけてオスマン帝国の支
配下にあったため、料理はトルコから伝わり、ギリシャの影響を受け、ソースはブルガリアのヨーグ
ルトを使うようになった。興味深かったのは、この時代、オスマン帝国はモスクより低く建設すれ
ば、教会の建設も黙認したという。今や国民のほとんどがブルガリア正教なのに、日本と同じように
隠れキリシタンの時代が、このキリスト教の国にもあったのだ。

❖ ベトナム ＆ ベトナム語
　　７月９日㈯　講師　Hi�Én Nguy�Én Minh さん
　ベトナムは物価が安くデザインに優れた雑貨が日本の１/8程度で買える。料理は古来から中国の
影響を強く受けた米食文化で、麺類も小麦ではなく米から作られている。19世紀か
ら20世紀にかけフランスの植民地であったためフランスの食文化の影響も受けてい
る。豊富な野菜、果物、海に面し新鮮な魚貝類。若い女性を中心に人気の旅先である
ことが簡単に理解ができた。

多国言語文化交流クラス

❖ 6月18日㈯　日本人30名、外国人7名
　初夏の中心市街地を巡る旅となった。まず富山駅からセントラムで大手モールまで行き、
完成したばかりの「ユウタウン総曲輪」、次に徒歩で富山市郷土博物館、佐藤記念美術館
へ行き、ガイドを試みた。最後に完成したばかりの茶室本丸亭を学芸員の方に案内しても
らった。どれも時間が充分取れなかったのが残念だった。
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英語通訳ガイド実践クラス実地研修

バスハイク　飛騨古川を訪ねよう　6月5日㈰

　12カ国32名の外国人と17名の日本人で、「西猪谷関所」と「飛騨
古川まつり会館」を見学しました。飛騨古川では、ボランティアガイ
ドさんと二班に別れて白壁土蔵やお寺を背景
に約千匹の鯉が泳ぐ瀬戸川沿いや、匠の技が
息づいた街並み、懐かしく何となくほっとす
る町の空気に触れながら散策しました。車中
では各国の歌も披露されて楽しいバスハイク
となりました。

書道体験　7月10日㈰
日本人9名､外国人12名

　最初に、書道の基本である
「トメ」「ハネ」「ハライ」を、
手や顔に墨をつけながら一
生懸命練習しました。ある程
度、形になったところで、「永」や「夢」など自分の好きな
文字、自分の名前を何度も書き直しながら色紙に清書し
ました。続いて、七夕短冊に「いろんな国へ行きたい」
や「世界平和」などの願いを書き、飾りと共に竹笹に結
びました。

文化交流

　義援金募金活動に多くのご協力をいただ
き、誠にありがとうございます。みなさま
からお寄せいただいた募金は、日本赤十字
社を通じて復興支援に役立てていただきま
す。引き続きご協力をお願いします。
　　　　　　　　　（ボランティア委員会）

東日本大震災・熊本地震災害
義援金募金に

ご協力をお願いします。
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第３回　7/30㈯　参加者48名

＜富山駅周辺での実地研修＞　
　富山駅周辺や新たに開店した2つの店、「撰鮮」と「と
とやま」を訪れ外人講師の指導を受けながら、外国人観
光客を案内する仕事を
実地研修しました。終
了後、各言語グループ
から提出された反省事
項は今後の研修に役立
てたいと思います。

第２回　7/2㈯　参加者51名

＜観光スポット紹介＞
　季節ごとに異なる富山の魅力を、
見ることができる様々な場所や、行
ったことがある、無いにかかわらず
私たち富山県人がそれらについて知
るため学習しました。さらに、外国
語を通じて海外の人に発信できるよ
うに、パンフレットの説明を各言語
に訳しました。

第１回　5/28㈯　参加者59名

＜名産品紹介＞
　富山出身の人ならだれでも知
っているあの土産物を、外国語
でどう表現するか。名産品に文
化の違いはあるのかなど学習し
ました。各言語で、富山の誇る
物産を世界に発信できるように
なればと思い取り組みました。

外国語ボランティア養成講座前期

親子で体験　光で遊ぼう
『ステンドグラス風オーナメント』　6月12日㈰　
講師：ソフィ パストロ マタモロスさん（スペイン出身）

日本人　7家族　外国人　1家族

　ソフィさんから作り方について説明があり、11人の子供達と黒い台紙に、黄、
緑、ピンクの粘土や色紙、絵の具を使って作りまし
た。ロケットや地球を描いてスケールの大きな宇宙を
表現した男の子の作品や、ヒマワリキティちゃんの女
の子のかわいい作品をブラックライトに翳してみまし
た。カラフルなステンドグラスの様な絵に変身し、子
供達の発想の豊かさに驚きました。

ゆかた着付け教室　7月31日（日）
参加者　日本人12名、外国人15名　

　まず先生より着付けの見本を見せてもら
いました。外国人にとっては、帯の締め方
が難しそうでしたが、着付けを手伝ってく
ださる方の手助けと熱心に挑戦したおかげ
で、何とか全員自分で着られるようになり
ました。

「韓国のお茶を楽しもう」　4月22日㈮　参加者　25名

　韓国のお茶について姜さんから説明を聞いた後、8種類のお
茶の中から自分の好きなお茶をいただきました。ざくろ､しょ
うが､とうもろこし､草の根を含んだ香りの良いお茶の種類が
多く、体の悪い箇所に効くお茶です。お菓子と共にそれぞれ
のお茶を飲み比べてみました。

「ハンガリーのお茶を楽しもう」
6月1日㈬ 参加者22名

　モニカさんのユーモア溢れる日本語で、
ハンガリーでよく飲まれているお茶の話を
聞きました。日本茶の様なハンガリー独自
のお茶は無く、主にハーブティと、フルー
ツティがあり、病気になったら飲むのが意
外でした。それから手作りのポガーチヤと
言われるチーズ入りのお菓子をいただきま
した。

ボランティア

国内研修　6月26日㈰～6月27日㈪
＜視察先＞(公財)山梨県国際交流協会、
南アルプス市国際交流協会
　研修には２０名参加しました。視察
先では、協会概要や医療通訳ボランテ
ィアセミナーなど特色ある事業の説明
を受け、県国際交流センター施設内の
見学もしました。また、「やさしい日
本語」の練習問題に取り組み、姉妹都
市交流事業では活発な意見交換が行わ
れました。

総務企画

委 員 会 報 告
国内研修に参加して
《１日目》　

　（公財）山梨県国際交流協会では、「医療通訳ボランティア」という責任の伴う活動
を、病院や市役所、大学等と連携をとって行っています。人材育成セミナーでは、医師役
と患者役に別れて言語別に練習するなど、持続可能で現実的な方法が検討されていまし
た。また、災害時に「やさしい日本語」で外国人に緊急情報を伝える取り組みなど、これ
からの国際交流を進める上でのヒントをたくさんいただきました。（石野）
《２日目》　

　南アルプス市国際交流協会の活動は、姉妹都市・コミュニティ・イベント事業の三つで
構成され、中学生が姉妹都市でホームステイを行うなど、若い人にとって国際交流意識が
高まるような取り組みでした。また、ボランティアスタッフが、日本語教室サロンや地域
国際交流イベントでは、日本語の基礎的な力を養い、地域住民と外国人が交流できるよう
懸命に活動されていました。（奥村）

料理交流会『日本＆ハンガリーの料理』　７月６日（水）日本人20名　外国人10名

　はじめは見慣れない調味料や料理手順にみなさん興味津々でしたが、帰りには外国の方も日
本の方も「とっても良かったー！」と伝えて行かれました。料理はハンガリーの主食「ポプリ
カーシュ」と言われるスパゲッティー風料理と、豆乳とプロセスチーズを加えたスープです。
デザートは日本の夏菓子「キラキラかん」と題した涼しげなお菓子をつくりました。



　富山市民国際交流協会では、市民のみなさんが
幅広く参加できる国際交流を推進するため、新規
会員を募集しています。
　みなさんも私たちの輪に入って、富山市の良さ
や国際交流の楽しさを一緒に発見しましょう！

ご入会特典
 ★協会広報誌TCA-NEWSをお送りします。
 ★各種イベントのスタッフとしてボランティア
 　活動に参加し、外国の方と交流できます。
 ★語学講座や研修旅行、講演会に参加できます。
　　〈年会費〉個人会員　　　　  3,000円
　　　　　　　家族会員　　　　  5,000円
　　　　　　　法人・団体会員　10,000円

♦ 新規会員募集中 ♦
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多文化共生事業

＜第２回＞６月１３日（月）
講師　白川 セリナ サナエさん

参加者　１３名

　前回歌詞の読み方を習ったGal Costa のFesta 
do Interior（田舎の祭り）という曲について学び
を深めた。ブラジル東北部ペルナンブコ州では、
６月の祭りを盛大に祝う。人々は、カラフルな小
さい傘を手にフレーヴォという音楽に合わせて踊
る。どことなくコミカルで曲芸のようなステップ
で、前回工作した傘を持ち、レッスンビデオを見
ながらまねた。初歩的なステップながら、上半身
と下半身の動きが連動しない。歌うにあたって
は、早口の箇所での言葉のはしょり方を教わる
も、舌はもつれるばかり。本講座は、ある意味座
学の語学教室よりもハードだ。

＜第3回＞７月１１日（月）
講師　伊東 セシリア 久子さん

参加者　１０名

　「食べている写真ばっかり。本当にお
勉強してますか？」本講座の写真を見た
人が言った。ブラジルのポンデケージョ、
日本のワッフル、ブラジルのマテ茶。料
理上手な女性が男性を虜にするように、
好きになるには「食」を入口にするのも
方法だ。参加者はブラジルを含むポルト
ガル語圏の国、人、自然、文化（食、音
楽、スポーツ等）が好きだ。語学は主要
な手段だが、本講座の特色は、それ以外
の方法をも駆使して異文化理解と国際交
流を深めている点にある。

＜第１回＞５月１６日（月）
講師　伊東 セシリア 久子さん

参加者　１５名

　前半は、先生の指導のもと、ポル
トガル語で自己紹介し、歌詞カード
を何度も音読して、発音と読み方に
慣れた。後半は、色画用紙やペット
ボトルを材料にして、ブラジル東北
部で盛んなフレーヴォという踊りに
使う傘を作った。一体どんな踊りな
のかは次回にわかる。先生手作りの
練乳プリンとマテ茶をいただきなが
ら、未知なるフレーヴォに心が飛ん
だ。

ＭＰＢで学ぶポルトガル語講座　18：30～20：00

役　員　等　名　簿
役職名 氏　　名 所　属　団　体　等 役職名 氏　　名 所　属　団　体　等

名誉顧問 森　　雅志 富山市長 理　事 白山　　肇 富山県青年海外協力隊を育てる会会長

〃 犬島伸一郎 前富山市民国際交流協会会長 〃 中田　陽子 富山市美術作家連合会事務局長

顧　問 小川　　弘 前富山市民国際交流協会副会長 〃 岡田　昌代 ウイメンズ ウイング トヤマ会長

会　長 髙木　繁雄 富山商工会議所会頭 〃 石野まり子 富山市民国際交流協会総務企画委員長

副会長 新田　八朗 日本海ガス㈱取締役社長 〃 村田　善市 　　　　　〃　　　　姉妹友好都市委員長

〃 近藤　裕世 富山商工会議所女性会会長 〃 堀田　順子 　　　　　〃　　　　文化交流委員長

理　事 馬場　正樹 ㈱北陸銀行国際業務部 担当部長 〃 今井　史子 　　　　　〃　　　　ボランティア委員長

〃 河本　浩一 北陸電力㈱執行役員・富山支店長 〃 大森　　茂 　　　　　〃　　　　広報・組織強化委員長

〃 畑中　保丸 富山大学理事・副学長 〃 高岸　睦夫 　　　　　〃　　　　国際教養委員長

〃 吉野　英一 富山市中学校校長会会長 〃　　　 豊島　栄治 富山市文化国際課主幹（課長代理・国際交流係長）

〃 砂田　友和 富山市文化国際課課長 監　事 稲葉　遵子 国際ソロプチミスト富山会長エレクト

〃 真木　大輔 富山商工会議所青年部会長 〃 河原　順子 富山市民国際交流協会元事務局長

団体・法人会員　　(五十音順・敬称略)

朝 日 建 設 ㈱ とうざわ印刷工芸㈱ 富 山 テ レ ビ 放 送 ㈱

ウイメンズ ウイング トヤマ 富 山 駅 前 開 発 ㈱ 富山日豪ニュージーランド協会

㈱ 大 阪 屋 シ ョ ッ プ ㈱富山エクセルホテル東急 ㈱ な か た に 印 刷

近畿日本ツーリスト㈱富山支店 ㈱富山県義肢製作所 日 本 海 ガ ス ㈱

㈱ グ ラ フ 富山県青年海外協力隊を育てる会 ㈱ニュージャパントラベル

国際ソロプチミスト富山 富山県日台親善協会 阪 神 容 器 ㈱

五 本 水 産 ㈱ (一社)富山県労働者福祉事業協会 ㈱ ホ ク タ テ

サ ク ラ パ ッ ク ス ㈱ 富山市日中友好協会 ㈱ 北 陸 銀 行

㈱ サ プ ラ 富山市美術作家連合会 北陸電力㈱富山支店

㈱JTB中部 富山支店 ㈱ 富 山 市 民 プ ラ ザ ㈱ 　 源 　

㈲ 松 栄 富 山 商 工 会 議 所 ㈱ 宮 本 工 業 所

武 内 プ レ ス 工 業 ㈱ 富山商工会議所女性会 名鉄観光サービス㈱富山支店

立 山 科 学 工 業 ㈱ 富山商工会議所青年部 (公財)ラボ国際交流センター

第23回北陸都市国際交流連絡会総会・研修会　７月８日（金）福井市／参加者４名
　北陸地区の国際交流・国際協力・多文化共生に関わる活動者が４分科会に分かれ、それぞれの課題解決を目指して情報交
換と相互研修を行いました。来年度は、富山県で開催されます。


